
■ 辰野町景観計画に関するアンケート調査結果（抜粋）
配布数：1,000 件

回答数：340 件

回答率：34％

□ 町の中で特に好きな景観、大切にしたい景観

○ 町全体

選択文（複数選択可） 回答数

高台から眺める遠くの山々や、市街地・田園地帯の景観 169
神社の森など身近な森や林の景観 130
緑豊かな山岳・森林景観 125
古くからある通りや城跡などの歴史・文化を感じさせる景観 121
緑に囲まれた農村景観 121
市街地や田園地帯を流れる河川沿いの景観 103
町の中から眺められる、山々の景観 98
落ち着いた住宅地景観 46
市街地などの町並みの景観 37

合計 950
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市街地などの町並みの景観 古くからある通りや城跡などの歴史・文化を感じさせる景観

市街地や田園地帯を流れる河川沿いの景観 高台から眺める遠くの山々や、市街地・田園地帯の景観

神社の森など身近な森や林の景観 緑豊かな山岳・森林景観

町の中から眺められる、山々の景観 緑に囲まれた農村景観

落ち着いた住宅地景観



■ 視点場と視対象

□ 多くの町民に愛されている主な視点場と視対象

具体的視点場
上位 20 箇所

視対象の種類
具体的な視対象
上位 20 対象

視点場 数 視対象の種類 数 視対象 数

荒神山 72 季節 123 桜・桜並木 92

大城山 37 自然・地形 71 ほたる 42

宮木駅 30 まち・町並み 68 町・町並み 40

城前線 28 ほたる 46 紅葉 15

横川川 27 町並みと地形、自然 30 しだれ栗 11

ほたる童謡公園 24 山・山並み 26 伊那谷 9

松尾峡 22 田園 25 田園 9

たつの海 22 水辺 20 蛇石と自然 9

しだれ栗森林公園 18 花・樹木 16 全体 9

小野宿 14 建造物 11 天竜川 7

国道 153 号 9 なし 8 たつの海 7

町中 9 公園 8 小野宿 7

川島 7 人の営み 8 大城山 6

自宅 6 神社・仏閣 4 川 5

蛇石 6 空 3 町並みと山々 5

天竜川 5 駅・線路 2 山並み 4

霧訪山 5 鳥と桜 1 駒ヶ岳 4

辰野高校 4 歴史・文化 1 荒神山 3

辰野中学校 4 全体 1 中央アルプス 3

パークホテル 3 町と空 1 古い町並み 3

•	 大切にされている具体的な視点場は、荒神山や大城山などが多く身近な高台からの景観が特徴

として表れている。

•	 宮木駅、城前線など場所として特定されていることも町の特徴で、優良な視点場が町中に存在

していることがうかがえる。

•	 視対象としては、季節や自然・地形、まち・町並みなど大きな風景として捉えられていること

が多く、具体的な視対象では桜・桜並木が最も重要な景観と言える。

•	 「ほたる」が対象となっていることは南信地域でも特徴的で、サクラや紅葉、しだれ栗などと

あわせて豊かな季節感のある景色が町民にとって重要な景観であると言える。

視点場・視対象とは？

視点場：景観を眺める場所
視対象：景観としての対象


